
  

◆グループごとの成果（Ａグループ）

下田・本郷地域まちづくり

平成２７年２月４日（水）

 下田・本郷地域で活動や居住されている２０名のまちづくり会議委員によって、最終回

は、大規模地震により津波が発生し、下田が被災したことを想定して、

「震災後の下田市(下田・本郷

大きな会社の誘
致（平らになっ
たら） 

下田高校がまた
まちなかに戻る
（若い人が歩か
なくなった）

下田は公共施設
があるので他の
都市よりは良い 

働けるところが
あるか否か

外国人向けハザ
ードマップが必
要 

２次避難所がな
い（助かる場所
がない） 

登記簿と実測が
違う 

登記簿みたいに
はうまくいかな
い 

下田は地盤が弱
い、柔らかい

自分の土地に戻り
たいという気持ち

何もなくなった
時には考えられ
ない 

８割ぐらいは戻り
たいと思う

津波の後は役所
を街中に持って
くる 

区画のチェック
は行政がやって
ほしい 

避難について 不安

土地の不安 

居住地について

公的施設 
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地域まちづくり会議ニュース
「災害後の復興まちづくりを考える」 

平成２７年２月４日（水） 下田市役所大会議室

下田市都市計画マスタープラン 

下田・本郷地域で活動や居住されている２０名のまちづくり会議委員によって、最終回

は、大規模地震により津波が発生し、下田が被災したことを想定して、

下田・本郷地域)のまちづくり」について話し合いました。
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大きな会社の誘
致（平らになっ

 

大型店だけより
下田ならではの
商店がほしい 

下田高校がまた
まちなかに戻る
（若い人が歩か
なくなった） 

道路は広くなくて
も、車は停めて回遊
性を持たせる

道路は車のすれ違
いができ、歩道を
つくる 

働けるところが
あるか否か 

昔の町名を復
活させるほう
が良い 

旧町名にちな
んだ店や仕事
を進める 

昔の歴史を大切に
したまちづくりと
して、道路を広く
してもよい 

下田は地盤が弱
い、柔らかい 

自分の土地に戻り
たいという気持ち 

何もなくなった
時には考えられ

８割ぐらいは戻り
たいと思う 

津波の後は役所
を街中に持って

駅は今の場所
でよい 

流された後は道路も
含め新しくしたい

道路の復興 

不安 

居住地について 

昔の町名 
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ボートの免許が
合宿で取得でき
る施設の誘致 

道路は広くなくて
も、車は停めて回遊
性を持たせる 

出来れば電気、
ガス等を地下に
つくりたい 

下田は安政大地
震では２年で復
興している。そ
れに学ぶ 

安政大地震は復
興に幕府が大金
を投じている 

下田はカードを
使える店がない
(富裕層の誘致
が必要) 

武ガ浜にカジノ
を誘致する 

流された後は道路も
含め新しくしたい 

安政の大地震 

武ガ浜の活用 
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下田市役所 建設課 都市住宅係

TEL:0558-22-2219  FAX:0558

E-mail：kensetsu@city.shimoda.shizuoka.jp

 全３回において話し合いました内容は、「下田市都市計画マスタープラン」に位置づ

けさせていただくとともに、計画書完成後は、市内各地域で順次、実践のための「プロ

ジェクト推進業務」を進めます。

お問い合わせはこちらまで 

二度と被害を受
けないまちづく
りをすべき 

下田・本郷は他
へ移ることがで
きない 

高齢者は借金を
して住宅は建て
られない 

下田富士を平ら
にして住む場所
にする 

残土で、周辺を
盛土する

専門学校の誘致
（競艇など、海
に関する学校）

下田富士の活用 

復興 

造成による居住
地の形成 

(仮)下田IC 
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都市住宅係 

FAX:0558-27-1007 

kensetsu@city.shimoda.shizuoka.jp 

全３回において話し合いました内容は、「下田市都市計画マスタープラン」に位置づ

けさせていただくとともに、計画書完成後は、市内各地域で順次、実践のための「プロ

ジェクト推進業務」を進めます。 
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観光用地を優先
的に復興する 

働く場もできる 

魅力あるまちを
つくることが仕
事になる 海から復興する

ペリーロードが
失われたら、今
以上のペリーロ
ードをつくる 
(なまこ壁、伊豆
石の街並みに) 

残土で、周辺を
盛土する 

伊豆急が流さ
れたら元の位
置に残るのだ
ろうか 

伊豆急は伊東
から先が動か
ないのではな
いか 

中央商店街駐車
場を市で取得し
て複合施設にす
る 

復興の拠点とす
る 

専門学校の誘致
（競艇など、海
に関する学校） 

電車の復興 

観光の復興 

拠点づくり 
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全３回において話し合いました内容は、「下田市都市計画マスタープラン」に位置づ

けさせていただくとともに、計画書完成後は、市内各地域で順次、実践のための「プロ
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道路が狭いの
で、広げること
が必要 

路地には魅力
があるので、広
い道と路地が
必要 

海から復興する 

今はできない道
路などの整備を、
復興のときに行
う（今のまちにも
役立つものを位
置づける） 

復興道路(この
ルートの方が
短く復旧が早
い。縦貫道へも
近い) 

堤防が必要 

道路の復興 
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